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生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

平成２６年１月８日（水）の第三
学期始業式で、各学年の代表者
から、新年の抱負と新学期への

そ決意が力強く述べられました。
の一部を紹介します。

今回のスキー教室では、一人一人が一生懸命にすべり、１学年の中で、一番思成富 エナさん
１年４組 い出に残る楽しいスキー教室にしていきます。また、４月には新１年生が入学してき

上ます。私たちは、新１年生の「良いお手本」にならなければなりません。１学年の後期目標である「
」というスローガンに従い、行動し、良い学校、級生になる意識を持ち、一人一人の行動を見直そう

素晴らしい学年にしていくことを決意します。

これからは、部活動や委員会活動でも３年生に代わり、２年生が中心となって深原 怜央さん
２年４組 中をリードしていく立場にあります。今まで以上に気を引き締め、責任感を持ち活

輪 深動していきたいです。最後に、平成２５年の漢字一文字に「 」があったように、
するだけでなく、 を咲かせられるよう頑中の輪を大きくしっかりしたものに 大輪の花

↗張りたいと思います。 「圓岡茂夫」様の作品（新春趣味の作品展）

受験も大切ですが、もう一つ忘れてはいけないのが、この学期は深中生として過ごす最後の学小和瀬更紗さん
３年４組 期だということです。どうせもうすぐ卒業なんだからと言い訳せずに、最後まで３年生としてきちんと

した生活をしていきたいです。深中の伝統を護れるのも、１、２年生に先輩としての晴れ姿を見せら
れるのも、あと３ヶ月ありません。 を見せられるようにしたいです。かっこいい３年生の姿
そして、 ように、一日一日を大切に、みんなで笑って３月１４日の卒業式を迎えられる
この３学期を過ごしていきたいです。

１月５日の日曜日。新年早々、ソフト部女子が、大きな声を出し
ながら、練習に取り組んでいました。顧問の先生や外部コーチか
ら打たれたボールを１球でも逃しまいと、懸命に拾いまくっていま

した。どのボールも、体制を崩さないとキャッチ出来ないほど難しいボールばかりでした。
私が見ていた限りでは、どの部員も、そのボールが拾うのは難しいと判っていても、決して諦めるこ

となく必死に拾い上げていました。その練習風景を見て、ふと昔、私が、部活動に燃えていた頃の記
憶が蘇ってきました。その当時のお話しをします。
通算４００勝を記録し、引退後はロッテ監督やプロ野球名球会初代会長を務めた「金田正一（かねだ・まさいち）」さ

んが、テレビでこんなお話をしていました。
ある高校からスーパールーキーがロッテに入団してきたそうです。
キャンプに入り、ファーストのポジション争いのために、その選手も張り切って、金田監督のシートノックを何本も受

けていたそうです。ところが、その選手は自分の守備範囲から数ｍほど遠くに行ったボールが来ると、簡単に見切りを
付け、見過ごし、そのようなボールは一切、追いかけなかったそうです。
そこで、金田監督は、その選手に尋ねたそうです。「なぜ、君は、私が心を込めて打

ったボールを追いかけないんだね」と。すると、その選手は、「監督、無理なものは無理
なんです。取れないとわかっているボールを追いかけたって、無駄ですよ」と真顔で答
えたそうです。生徒の皆さんは、このことをどう受け止め、どう思いますか。
当時、その選手は、世界最高本塁打数記録者で知られる王貞治選手をも凌（しの）

ぐ逸材と言われていました。しかしながら、その翌年には、周りの選手に全てのポジショ
ンの座を奪われ、野球界から姿を消してしまったそうです。

のであり、人として人間は、小さな努力を積み重ね、限界に挑戦するから成長できる
光り輝くのだと思います。何事も諦めたら終わりです。そして、無駄な努力というもの
は、どこにもないのです。
皆さんには、ぜひ、夢の実現に向かって、最後まで諦めることなく、強く走り続けられ

る「心構え・志」をもってほしいと思います。
最後に三年生、いよいよ高校受験シーズンに突入します。頑張ってください。
昔の諺に「 」がありますが、本来は「寝て待て」でなく、「 」果報は寝て待て 練って待て

だそうです。寝ていても、決していい結果は生まれません。頭を使い、大いに思考を練

深中の学校力が評価されました。
って、吉報・春風を呼び込んでください。

第３学期始業式のことば

新年の抱負・進級・進学への決意
行く「1月」、逃げる「2月」と言いますが、
平成２５年度の教育活動も残り2ヶ月となり

駈けました。本校の3年生全員の進路先が「
とを心馬に鞭」の頑張りで、進路先を獲得するこ

から願っています。

俳句コンクール・学校賞

大里ＰＴＡ新聞・銀賞



各地区で展覧会・作品展等が開催され、本校生徒の作品が数多く展示1月は、
されました。今月は、読者の皆さんにも、写真で楽しんでいただきます。

「学校給食記念日」の前日、平成２６年１月２３日（木）に、給食委員が中心
となり、給食集会が開催されました。その集会の中で、１年５組の「信澤優真」
君が生徒を代表して作文を発表してくれました。その一部を紹介します。
学校の給食はおいしい。それでまた、いつも、飽きない。不思

議である。昨年の十二月には、自分で作るお弁当づくり「マイラ
ンチデー」が開催され、改めて給食のありがたさを実感した。こ
の経験は、いつか、どこかで、きっと役に立つであろう。来年も頑
張って面倒くさがらずに、取り組みたいと思う。
しっかりと作ってくれた人、食材として犠牲になった動物。

「食」に関わる総てに、感謝を込めてひと言。
「いただきます。」と、手を合わせて言っていこうと思う。

授業日数：１９日【２月の行事予定】
１月２４日（金）の午後２時３０日 曜 主 な 学 校 行 事

全校朝会（講話） ３年進路相談（～５日） 分から「 」が開催４ 火 新入生説明会
金 中高英語連携授業研究会 されました。７

学年会 建国記念の日（１１日） 凛とした新入生に感激です。10 月
一味13 木 １年「スキー教室」（～１４日） 有志による校歌隊が、「

職員会議 出願手続直前指導（３年）17 月
願書等提出日 学力向上授業研究会（美術）18 火

木 安全点検日 志願先変更期間（～21日） 」を祝20 同心
金 深谷市巡回相談（1年・２年） し、心込めて21
水 期末テスト（～28日） 「校歌」を紹26

３送会練習 公立高受検直前指導 介しました。28 金

あいさつ運動及び第３回資源回収では、大変お世話になりました。《連絡》

給食集会

生徒の展示作品から

１年「スキー教室」 ２／１３･１４

２年「社会体験チャレンジ事業」１／28～30

大里地区
美術展 特選
１年５組
大澤 茜さん
２年５組
齋 亜里沙さん

深谷市書き初め展 特選
２年２組 小舟英恵さん

いつも美味しい給食を
ありがとうございます

大寄公民館 1/18･19

夢きらきらアート展 1/18～
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今年度から、２年生がチャレンジします。


